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院
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橘
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一
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東
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災
か
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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
内
閣
の
取
り
組
み
を
求
め
る
三
課
題
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
沿
岸
市
町
村
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
（
以
下
「
災
害
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
の
搬
入
に

つ
い
て
、
御
指
摘
の
工
程
表
に
お
い
て
は
、
「
現
在
住
民
が
生
活
し
て
い
る
場
所
の
近
く
の
災
害
廃
棄
物
を
平
成
二
十
三
年

八
月
末
ま
で
を
目
途
に
仮
置
場
へ
概
ね
搬
入
す
る
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
内
の
警
戒
区
域
を
除
く
す
べ
て
の
市

町
村
に
お
い
て
達
成
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
他
の
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
へ
の
移
動
を
平
成
二
十
四
年
三
月
末
ま
で
を
目
途

に
完
了
さ
せ
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
「
そ
の
他
の
災
害
廃
棄
物
」
の
仮
置
場
へ
の
移
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
市
町
村
に
つ
い
て
、
岩
手
県
に
お
い
て
は
五
市
町
村
の
う
ち
三
市
町
村
が
、
宮
城
県
に
お
い
て
は
八
市
町
村
の
う
ち

一
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
目
標
を
達
成
し
て
お
り
、
福
島
県
に
お
い
て
は
二
市
町
村
の
い
ず
れ
も
が
、
当
該
目
標
を
達

成
し
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
七
市
町
村
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
他
の
災
害
廃
棄
物
」
の
仮
置
場
へ
の
移
動

に
つ
い
て
個
別
に
目
標
を
定
め
て
お
り
、
遅
く
と
も
平
成
二
十
五
年
三
月
末
ま
で
を
目
途
に
完
了
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
市
町
村
に
お
い
て
、
一
般
家
屋
等
の
解
体
量
が
多
く
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
解
体
作
業
に

時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
や
一
般
家
屋
等
の
所
有
者
の
承
諾
を
得
る
た
め
に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
等
が
あ
る
と
承
知
し

て
い
る
が
、
仮
置
場
の
状
況
を
理
由
と
し
て
い
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
時
点
に
お
い
て
、
災
害
廃
棄
物
の
全
体
の
推
計
量
の
う
ち
処
理
又
は
処
分
さ
れ
た
も
の
の
割
合

を
各
県
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、
岩
手
県
に
お
い
て
十
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
城
県
に
お
い
て
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
島

県
に
お
い
て
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
の
数
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
時
点
に
お
い
て
、
三
都
県
十
六

市
区
町
村
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
時
点
に
お
い
て
、
岩
手
県
の
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
約
一
万
ト
ン
、
宮
城
県

の
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
約
六
万
ト
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
地
方
自
治
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
時
点
に
お
い
て
、
八
府
県
及
び
同
府
県
内
の
八
政
令
指
定
都
市
に
対

二



し
、
合
計
で
約
九
十
一
万
ト
ン
の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
受
入
れ
を
要
請
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

災
害
廃
棄
物
の
処
理
又
は
処
分
に
係
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
放
射

能
測
定
費
用
を
補
助
の
対
象
に
追
加
す
る
等
の
拡
充
を
行
い
、
更
に
、
そ
の
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
全
額
を
震
災
復
興
特
別

交
付
税
に
よ
り
措
置
し
、
地
方
の
負
担
が
実
質
的
に
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
省
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
八
月
十
一
日
に
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
お
け
る
安
全
性
の
考
え
方
や

災
害
廃
棄
物
の
搬
入
に
お
け
る
安
全
性
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
、
外
部
の
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
取

り
ま
と
め
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
同
年
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
全
国
知
事
会
に
対
し
て
、
広
域
処
理
の
協
力
に
つ
い
て
要
請
を
行
う
等
、
地

方
団
体
と
の
連
携
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
広
域
処
理
の
受
入
れ
拡
大
に
よ
っ
て
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
加
速
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
警
戒
区
域
、
避
難
指
示
区
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
原
子
力

三



災
害
対
策
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
、
川
内
村
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
警
戒
区
域
の
設
定
を
解
除
す
る
と
と

も
に
避
難
指
示
区
域
を
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
居
住
制
限
区
域
と
す
る
と
の
見
直
し
を
行
い
、
田
村
市
に
つ
い
て
、
同

日
に
警
戒
区
域
の
設
定
を
解
除
す
る
と
と
も
に
避
難
指
示
区
域
を
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
す
る
と
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
南
相
馬
市
に
つ
い
て
、
同
月
十
六
日
に
警
戒
区
域
の
設
定
を
解
除
す
る
と
と
も
に
避
難
指
示
区
域
を
避
難
指

示
解
除
準
備
区
域
、
居
住
制
限
区
域
及
び
帰
還
困
難
区
域
と
す
る
と
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
町
や

村
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
再
編
案
を
提
示
済
の
市
町
村
数
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
十
一
市
町
村
の
全
て
に
対
し
て
、
警
戒
区
域
の

設
定
の
解
除
及
び
避
難
指
示
区
域
の
設
定
の
見
直
し
に
係
る
具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成

二
十
四
年
四
月
六
日
時
点
に
お
い
て
、
二
市
村
に
対
し
て
、
当
該
方
針
に
つ
い
て
住
民
へ
の
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

居
住
制
限
区
域
又
は
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
る
区
域
の
住
民
を
中
心
に
、
避
難
を
継
続
さ
れ
て
い
る
方
の
帰
還
又
は

生
活
の
再
建
を
図
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
等
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
復
興
庁
を
中
心
と

四



す
る
関
係
府
省
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

避
難
指
示
区
域
等
の
設
定
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
と
綿
密
に
調
整
を
行
い
、
住
民
に
丁
寧
な

説
明
を
行
う
等
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
の
復
興
及
び
再
生
を
図
る

こ
と
は
国
の
責
務
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
帰
還
や
生
活
の
再
建
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
百
六
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
事
業
者
に
対
し
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
、
同
年
五
月
の
連
休
前
後
ま
で
を
目
途
に
取
り
ま

と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
外
部
の
専
門
家
の
検
証
を
受
け
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

十
三
に
つ
い
て

関
西
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
関
西
電
力
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
関
西
電
力
の
供
給
区
域
に
お
け
る
平

五



成
二
十
三
年
夏
の
最
大
電
力
は
二
千
七
百
八
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
最
大
電
力
と
な
っ
た
日
の
供
給
力
は
二

千
九
百
四
十
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
原
子
力
発
電
に
よ
る
供
給
力
は
三
百
三
十
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

十
四
に
つ
い
て

関
西
電
力
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
関
西
電
力
の
供
給
区
域
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
度
冬
の
最
大
電
力
は
二
千
五
百
七

十
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
最
大
電
力
と
な
っ
た
日
の
供
給
力
は
二
千
七
百
六
十
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
原
子
力
発
電
に
よ
る
供
給
力
は
九
十
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

十
五
に
つ
い
て

電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
安
定
行
動
計
画
」
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会

議
決
定
）
に
基
づ
き
、
予
算
や
規
制
・
制
度
改
革
等
を
通
じ
た
供
給
力
の
積
み
増
し
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
計
画
停
電
や
電
力
使
用
制
限
の
実
施
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
安
定
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
と

し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
夏
の
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
の
連
休
前
後
ま
で
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
検
査
で
停
止
中
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
は
、
安
全
上
重
要
な
施
設
・
機
器
等
が
設
計
上
の

六



想
定
を
超
え
る
事
象
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
安
全
裕
度
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
欧
州
諸
国
で
導
入
さ
れ
た
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
参
考
に
、
新
た
な
手
続
や
ル
ー
ル
に
基
づ
く
安
全
評
価
を
原
子
力
事
業
者
が
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
に
つ

い
て
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
確
認
し
、
更
に
そ
の
確
認
の
妥
当
性
を
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
が
確
認
し

た
上
で
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
が
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再

開
に
当
た
っ
て
の
安
全
性
に
関
す
る
判
断
基
準
に
基
づ
き
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
全
電
源
喪
失
と
い
う
事
象
の
進
展
を
防
止

す
る
た
め
の
安
全
対
策
が
既
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
原
子
力
事
業
者
が
更
な
る
安
全
性
・
信
頼
性
向
上
の
た
め
の
実

施
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
住
民
の
理
解
や
国
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
点
も
踏
ま
え
、
そ
の
可
否
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

七


